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－ 雪氷の世界から － 
 
長岡工業高等専門学校  佐藤和秀（1970 年学部卒, 1977 年院修了） 
 
1. はじめに 







































2. 第 15 次・第 22 次越冬隊 






18 年たっても中身は何ともない。こんな第 1 次越冬経験の隊長と第 15 次隊は盛り沢山のメニュー
をこなした忙しい隊であった。私の南極雪氷研究もここから始まった。 






は 10 次隊でやまと山脈を起点とする三角鎖測量，11 次隊でサンダーコック・ヌナタークを起点と
した開放基線測量を実施し，14 次隊，15 次隊が 4 年後に再測するものだった。エンダービーラン




 このような機運の中，15 次隊は 3 月から 8 月までみずほ観測拠点の整備，掘削場の整備，雪氷・
気象観測を行った。私は 5 月から 9 月までの真冬の内陸基地に 3 人で越冬した。夏場の掘削と 3 つ
の内陸旅行があるため，燃料は極力切り詰めなければならず，調理は石油コンロ，暖房は石油スト
ーブのみ。建物はすでに上端まで地吹雪で埋まり，基地内はロウソクと数個の裸電球で明かりをと












 太陽が顔を出し，冬があけた 10 月にはハイランドトラバースで南緯 77 度まで到着。その当時の
日本隊の南進記録 3 番目となった。12 月にサンダーコック・ヌナタークへのトラバース測量線の再
測隊が出発したが，多雪のため 4 年前の標識は殆ど埋没して測定はできなかった。また，やまと山




















ほ基地に高さ 30ｍの観測タワーを建て，種々の測定器が設置された。最終年次の 22 次隊では，内



































図 1. 10 次隊以降の内陸調査トラバース（文献 1 より） 
 太線：内陸調査ルート（アルファベットはルート名）， 
  左下図：ドームふじ頂上探査ルート， 
  右下図：昭和基地 — ドームふじ基地ルート 
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を 200km のルート上で行った。V 旅行は接地逆転層の発達機構，カタバ風（斜面下降風）の生成





トによる観測は今後，有望と思われた。逆転層の強さは地上から 200m の間で 25℃にも達したこと
があり，改めて放射冷却の大きさに驚く。11 月 18 日には氷点下 65.8℃を記録。これはしばらく，
日本隊が経験した最低記録となった。22 次隊の気水圏観測も無事終了し，これらの観測研究がもと
になって井上治郎さんと私，北大のN 君はその後，学位を取ることができた。お世話になった吉田
栄夫 22 次越冬隊長は，4 次隊越冬で福島隊員の最後の行動を共にした人であった。 
3. 南極の雪氷観測 
 日本の南極観測は 1956 年 11 月「宗谷」が第 1 次南極観測隊を乗せて日本を出航したときから始
まり，オングル島に昭和基地が建設された。6 次隊で基地閉鎖，4 年間の中断後，南極観測再開そ





量の拡大によって，線から面への広域観測をめざす第 2 段階では，1969〜1975 年（10〜15 次隊）
に展開された「エンダービーランド計画」が始まり，1982〜1986 年（23〜27 次隊）の「東ドロー
ニングモードランド計画」と多くの内陸調査旅行が実施された（図 1）。第 3 段階で「氷床ドーム深
層掘削計画」（1 期：1992〜1997 年（33〜38 次隊）, 2 期：2003〜2006 年（44〜48 次隊））でド
ームふじ基地を建設し，1 期で最終深度 2504ｍ，34 万年前までの雪氷連続コアを採取。2 期で最終
深度は 3028.5ｍ，72 万年前までの雪氷連続コアの採取に成功した。これらのコアの精力的な解析
と研究発表が現在も続いているが，さらに地球最古の氷を求め，国際協同計画が進行している。 





 私の関連でいえば，その地点の年平均気温に近い 10m 深雪温分布の解析から氷床の気候区分を
明らかにできた。また，積雪の酸素同位対比と温度や積雪量との関係を見いだし，その分布特性を
明らかにした。この関係から，深層コアなどの酸素同位対比から温度に換算し，過去の温度変動を
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